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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このウイルスについての特徴はたくさんありますが、特に、重要な点についていくつかお話します。
これらのことは、このウイルスによる感染症や食中毒の対策の基本になりますので、少し長めに話します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
で、それくらい小さいと、

付着した場合、洗浄等により落ちにくくなり、
　　　手指・・・しわ、指紋、爪と皮膚の間
　　　カキ・・・中腸腺の奥まで侵入：浄化に長時間
　　　タオル
　　　生野菜　でも同様です。

また、浮遊しやすいので、
　　飛沫感染を起こすことになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このことは、
当たり前ですが、
環境中、食品中で増えることはなく、
感染源は直接的、間接的に必ずヒトであることを意味します。

実際に人からの汚染源になるのは、糞便と吐物で、それぞれグラム当り、109個、106個くらいの量が排出されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の排出量をみてみますと、糞便では、

発症者、赤で示していますが、約半数が1g当り10-9以上、

症状がでない人でも10-5から10-9程度の量が排出されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
吐物でも、10-4から10-8程度のウイルスが排出されます。


10{2{@8 /gD /O ILAD =&

0.1gME S (1m?) DK
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、 109/gのノロウイルスの量とは

0.1ｇが風呂場にはった程度の水、（1ｍ3)に溶けると 、1cc当り約100個
0.1ｇが調理場のシンク、50×50×20cm程度の水の場合は、1cc当り約2000個
0.1gがコップ、100ccに溶けると、1mm3当り約1000個、一滴に1000個になります。

ノロウイルスは約10個程度の感染で発症するとされています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
pH：酸に強く、pH3の溶液に3時間で失活しません。このため、胃液の消化でも死滅せず、腸管で感染が成立することになります。
消毒：70％アルコールにも強いため、通常の消毒用エタノールは無効です。
熱： 60℃、30分加熱処理に安定で、 85℃、1分間の加熱で不活化
塩素にもかなり強く、水道水(0.1ppm）、プールの濃度(0.4ppm)に安定、ウイルスがどのような状態で存在するかにもよりますが、200ppm程度で不活化
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1本鎖RNAの遺伝子を持つと

インフルエンザウイルスと同様に変異しやすい・・・遺伝子的に多様
　　　G1　(Genogroup　1)・・・14
　　　G2　(Genogroup　2)・・・17
　　　⇒すべてのノロウイルスが検出できるわけではない
　　　　　新しい遺伝子型のウイルスの出現する可能性

遺伝子は、はだかで存在すると壊れる
　　RNAの検出≒ RNAがウイルス粒子の中に存在
　　　⇒PCR法による遺伝子検出≒ウイルス粒子の検出
しかし、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すなわち、ノロウイルスに感染しても、必ずしもすべてのヒトが感染・発症するわけではない。

その要因は大きく3つに分けられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なぜ、食品取扱者事件が多発するかといいますと。
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